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く
進
路
決
定
と
な
る
よ
う
、
教
職
員
一
体
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

各
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、職
員
、

セ
ン
タ
ー
長（
教
員
）と
学
科
の
代
表
教
員

か
ら
な
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
会
を
定
期
的

に
開
き
、
振
り
返
り
と
今
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
確
認
を
行
い
、
そ
の
内
容
は
学
科
会
で
共

有
さ
れ
、
学
科
教
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ク

ラ
ス
の
学
生（
20
人
程
度
）へ
と
周
知
し
て

い
き
ま
す
。
学
生
に
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
就

職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
伝
え
て
お
く
こ
と

は
、
参
加
率
の
ア
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
の

継
続
に
つ
な
が
り
ま
す
。
就
職
活
動
に
難
を

抱
え
る
学
生
を
割
り
出
す
、
参
加
し
な
い
学

生
へ
の
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
、
教
職

員
が
一
体
と
な
り
、
学
生
個
々
と
向
き
合
う

就
職
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

２　

学
生
が
望
む
職
業
の
選
択
肢
・

　

可
能
性
を
広
げ
る

筆
者
が
所
属
す
る
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
業
務
の
ほ
か
に
、
社
会
人
と
し
て
の

基
礎
力
向
上
を
目
的
と
し
た
入
学
前
か
ら
卒

業
時
ま
で
利
用
で
き
る
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
そ

の
他
に
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
障
が
い
学
生
の
支
援
、
正
課
外
教
育
な

ど
の
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
４

月
に
２
・
３
年
生
を
対
象
と
し
た
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、「
身
だ
し
な
み
講
座
」

「
社
会
人
マ
ナ
ー
講
座
」「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
講
座
」な
ど
実
践
的
な
講
座
を

展
開
し
、学
生
自
身
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、

よ
り
効
果
的
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
目
指

し
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
学
生（
身
体・
聴
覚・
視
覚
）に
つ
い

て
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
先
、

就
職
先
の
開
拓
を
含
め
た
支
援
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
社
会
で
様
々
な
立
場
で
活
躍
し
て

い
る
卒
業
生
を
大
学
に
招
き
、
働
き
方
や
業

務
内
容
、
就
職
活
動
に
つ
い
て
な
ど
の
話
を

聞
く
機
会
の
設
定
で
す
。
実
際
を
知
る
こ
と

で
、
職
業
の
選
択
肢
が
広
が
る
学
生
、
あ
ら

た
め
て
意
志
を
固
め
る
学
生
な
ど
様
々
で
す
。

悩
め
る
学
生
に
は
常
時
開
設
し
て
い
る
個

別
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
後
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会
、

業
界
研
究
講
座
、
自
己
分
析
講
座
、
面
接
対

策
講
座
、
ま
た
正
課
外
教
育
で
は
公
務
員
対

策
講
座
、
国
家
資
格
対
策
講
座
と
い
っ
た
就

職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

時
代
の
変
化
と
と
も
に
求
め
ら
れ
る
能
力

や
内
容
が
変
化
し
、
そ
れ
に
よ
り
働
き
方
も

多
様
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
就
職

ル
ー
ル
の
変
化
な
ど
、
学
生
だ
け
で
な
く
、

大
学
に
と
っ
て
も
課
題
の
多
い
時
を
迎
え
ま

す
。
他
者
と
と
も
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
意

味
を
考
え
る
教
育
を
受
け
て
き
た
学
生
一
人

ひ
と
り
と
向
き
合
い
、
学
生
に
と
っ
て
悔
い

の
な
い
決
定
が
で
き
る
支
援
を
目
指
し
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

淑
徳
大
学
は
、
社
会
福
祉
学
部
社
会
福

祉
学
科
の
単
学
部
単
学
科
の
大
学
と
し
て

１
９
６
５
年
に
開
学
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

千
葉
県
千
葉
市
の「
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
」に

は
総
合
福
祉
学
部
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学

部
、
同
市
仁
戸
名
町
の
国
立
病
院
機
構
千
葉

東
病
院
に
隣
接
す
る「
千
葉
第
二
キ
ャ
ン
パ

ス
」に
は
看
護
栄
養
学
部
、
埼
玉
県
三
芳
町

の「
埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
」に
は
経
営
学
部
と

教
育
学
部
、
東
京
都
板
橋
区
の「
東
京
キ
ャ

ン
パ
ス
」に
は
人
文
学
部
と
、
６
学
部
11
学

科
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

仏
教
で
い
う「
自
利
利
他
」の
精
神
か
ら
、

社
会
福
祉
の
あ
り
方
を「for him

（
彼
の
た

め
に
）で
は
な
く
、「T

ogether w
ith him

（
彼
と
共
に
）で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
し
、

こ
れ
が
淑
徳
大
学
の
理
念
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
教
え
に
基
づ
き
、「
共と

も
い
き生

」の
力
を

身
に
つ
け
、
社
会
の
連
帯
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
を
志
し
て
い
ま
す
。

１　

一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
う

　

就
職
支
援
体
制

本
学
の
４
キ
ャ
ン
パ
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
設

置
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

（
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
）は
、
淑
徳
大
学
就
職

委
員
会
と
し
て
同
じ
目
標
を
持
ち
つ
つ
、
各

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
科
の
専
門
性
に
合
わ
せ
た

就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
社
会
的
、
職

業
的
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
育

成
し
、
卒
業
時
に
一
人
ひ
と
り
が
納
得
の
い
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「一人ひとりの自立と社会の連帯」の実現に
貢献しうる人材の育成


